
CVポート造設についてのご案内 
伏虎リハビリテーション病院

 

 

 

●患者さまの在宅治療における QOLの向上 
・点滴中以外は普段通りの生活ができます。入浴やスポーツも可能です。 
・針の抜き差しが患者さまご自身でも可能となります。 

・携帯注入ポンプなどを使用すれば薬剤注入中でも自由な活動が可能です。 

・体内に埋め込むため、見た目にも目立ちにくいという利点があります。 

 

●ルート確保の容易さ 
 ・直径 1cm程度のセプタムと呼ばれるシリコーンゴムに針を刺す為、どんな患者 

さまにもほぼ確実に針を刺すことができ、何度も針を刺し直したり点滴が漏れた

りする心配もなくなります。 

・患者さまへの負担軽減にもつながります。 

 

●多目的な使用が可能 
 ・抗癌剤、栄養剤、抗生物質、強オピオイド製剤などほとんどの点滴に使用が可能

です。また、CVポートからの採血をおこなう事も可能です。 

 

●長期の留置が可能 
 ・留置期間は平均 3年程度、約 2000回の穿刺が可能です。 

・使用しない場合は 1か月に 1回、生理食塩水を通しておく事で再度、何度 

でも使用する事ができます。 

 

●感染率の低さ 
 ・体外にカテーテルが露出しない為、感染の機会が減少します。  

・CVポートは最も感染率の低い中心静脈留置カテーテルです。 

 

●日帰り、短期間入院での造設が可能 
・手術はおおよそ 30分～1時間程度で終了します。 
・日帰り手術あるいは当院に短期間入院して頂き手術する事も可能です。 

 



 

＜保険点数＞ 
 

第 2部 在宅医療 第 2節 在宅療養指導管理料 

 

C104 在宅中心静脈栄養法指導管理料    3000点 

 

C160 在宅中心静脈栄養法用輸液セット加算 2000点 

 

C161 注入ポンプ加算           1250点 
 （＊使用した場合のみ） 

 
＊夜間の中心静脈栄養等で、在宅中心静脈栄養用輸液セットを 1月につき 7組

以上用いる場合において、7組目以降の中心静脈栄養用輸液セットについて算

定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

医療法人匡慈会 伏虎リハビリテーション病院 

 

〒640-8151 

和歌山市屋形町 1 丁目 11番地 

電話：073-422-8400（入退院支援室直通） 

FAX：073-422-8411 


